


針葉樹と広葉樹の比較
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↑ 吸讐幅
： 吸脱着幅

: 5% 

気温25℃

相対湿
度45%

相対湿度85%

条件

時間

2 4 6 8 10 

6£ (430mmX430mm) 
（不織布仕様）

12袋(72£)
1坪 当た り8~16袋

（住 宅の湿気 状態により増 量）
床下・天井裏・押入等
住宅全てに使用で きま す。

20 24 30 40 48 

1ケース 12袋(72£)
使用量 1坪当たり 8~16袋

（住宅の湿気状態に よ り増量）
使用場所

ー·二三，
二
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暴露時間(hr)
10 
20 
30 

杉500℃
73.03 

108.84 
90.70 

I 永久炭
| 92.85 
I 1s6.62 I 
I 130.09 ! 

314.18 

燃焼温度
比表面積
湿気吸脱瘤
臭気吸着
遠赤外線
マイナスイオン
磁場の安定
酸化防止
藩化源
価格

172.49 
備長炭
55.24 

木炭性能について
藤田教授が作成した「住宅調湿材としての木炭の品質基準」では、低温炭（黒炭600℃以下）よりも高温
炭（白炭800℃以上）の木炭の方が吸脱着能力が高いということ、又、炭化の途中もしくは、最後に一度急
激に温度を下げ、木炭を冷やしたいわゆる練らした白炭製法が望ましいと発表している。

中野先生の発表では、吸水性、吸湿性ともに広葉樹炭より針葉樹炭（自動炭化炉での製造）の方が住宅
調湿木炭としての能力が優れていると推定され、木炭は粒状で木炭を炭化してから粒状にするよりは、木
材を破砕してチップ状にしてから炭化した方がより効果が期待できることが明らかであると発表している。

の比較
約600℃以下（低温炭）

やや広い
小さい
小さい
少ない
ない

少ない
少ない
なる
安い

永久炭（高温炭）
広い

大きい
大きい

多い（温熱効果）
あ る （ストレス解消）

多い（血行促進）
多い（老化・食べ物）

ならない
高い


